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ま え が き 

 

ここに平成２３年度福島県立病院年報を刊行します。 

県立病院事業は、矢吹病院、喜多方病院、会津総合病院、宮下病院、南会津病院及び

大野病院の６病院を運営し、地域の一般医療のほか、へき地医療や精神・結核等の特殊医

療を担い、県民医療の確保に努めてきております。 

県立病院の組織としては、平成１６年４月には、経営責任を明確にし、機動的・弾力的な

病院経営を可能とするため、地方公営企業法全部適用へ移行し、「県立病院改革実行方策」

（平成１７年７月策定）に基づき、平成１９年３月末には３病院・１診療所の廃止・移譲を行い、

６病院体制とし、経営基盤の確立に向けて取り組んでまいりました。 

  また、経営改善の取り組みとして「経営改善アクションプログラム」（平成１５年度～１８年

度）、「福島県病院事業経営改善計画」(平成１９年度～２１年度）を策定、取り組みを行って

きましたが、更なる県立病院事業の抜本的見直しを行うことが必要であるため、平成２１年５

月に「福島県県立病院改革プラン」の策定を行い、良質な医療の提供及び病院経営の健全

化に向けた取り組みを行っております。 

このような中、平成２３年４月に双葉厚生病院との統合に向けて取り組んでまいりました大

野病院につきましては、統合目前の東日本大震災とそれに続く福島第一原子力発電所事

故の影響により、福島県厚生農業協同組合連合会との間で、統合の延期を申し合わせたと

ころであります。 

なお、喜多方病院と会津総合病院を統合して整備する会津医療センターにつきましては、

県立医科大学の附属病院として平成２５年５月の開所に向けて整備を進めております。 

今後も、「福島県県立病院改革プラン」に基づき、経営改善等に向けた取組を一層強化し、

健全な病院経営を目指すと共に県立医科大学など関係機関と信頼関係を築きながら、地域

において必要な医療を安定的かつ継続的に提供していくため全力を尽くしてまいりたいと考

えております。 

この年報は、県立病院の業務内容と経営の状況を統計面から捉えたものであり、広く県

民の皆様に御理解いただくとともに、病院経営資料として御活用いただき、県立病院発展の

一助となれば幸いに存じます。 

 

 

 平成２４年１１月 

                   福島県病院事業管理者  丹 羽 真 一 
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凡       例 

 

1  この年報で県立病院とは、福島県立病院事業の設置等に関する条例（昭和４１年

条例第７７号）により設置された病院をいう。 

2  この年報の年度は、会計年度である。 

3  病床数とは、医療法の規定に基づき、知事の使用許可を受けた病床数である。延

病床数とは、年度内における毎日の病床数を合計した数である。 

4  入院患者延数とは、年度内における毎日の在院患者を合計した数である。ただし、

人間ドックは含めない。 

5  外来患者延数とは、年度内における毎日の外来患者を合計した数である。ただし、

健康診断は含めない。 

6  １日平均患者数とは、入院患者については年度内の入院患者延数を暦日(平成２３

年度は 366 日）で除した数、外来患者については、年度内の外来患者延数を年間の

実外来診療日数で除した数である。 

   実外来診療日数とは、土・日曜日及びその他休日を除き実際に外来診療を行った

日数で平成２３年度は 244 日である。 

7  入院、外来患者の病類区分は、一般疾病、結核、感染症及び精神病である。 

8  病床利用率、平均在院日数等は次の算出方法により計算した。 

  

入院延患者数
延 病 床 数

外来患者延数
外来新患者数

診 療 稼 働 額
延 患 者 数

　　　　　入院患者延数
1/2（新入院患者数＋退院患者数）

366 又は 1/2（新入院患者数＋退院患者数）
平均在院日数 　　　病床数×病床利用率

病 床 回 転 数 ＝

× 100病 床 利 用 率 ＝

平 均 通 院 日 数 ＝

1人1日当たり診療収入＝

平 均 在 院 日 数 ＝
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9  診療科別患者数は、病院において標榜している診療科で診療を受けた患者の数で

ある。 

10  喫食数とは、患者食、職員食等を行った延数である。 

11  数値は、各単位止まりのものは少数第１位、１位止まりのものは少数第２位、２位

止まりのものは少数第３位で四捨五入したものである。 

   表章記号は次のとおりである。 

     計数なし又はあり得ない場合  － 

     計数不明の場合          … 

     数値が微少の場合        0.0 

12  以上のほか注記を必要と思われるものは、それぞれの箇所に記載した。 
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